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筋電位信号、生体側、リハビリテーション

筋電位信号は筋肉の動きを電気信号として記録でき、これまでの研究で生体の動作を記録、可
視化する技術が培われました。この機材および技術を体の動きを確認したい方に提供できます。
また，可視化された筋電位信号を用いた効率的なリハビリに関する研究も行っています。

筋電位信号は生体計測に広く用いられており、スポーツ選手などの動作解析や訓練にも使用され
ています。測定技術と信号処理、可視化に関して研究を行ってきたので、障害者の問題点の特定
やリハビリ、また来る国体へ参加する選手達への応用等に役立てたいと考えています。
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